
○ 医療・介護・健康分野のデジタル基盤の構築とその利活用により、医療の質・効率性や患者・国民の利便性の向上、臨床研
究等の研究開発、産業競争力の強化、社会保障のコストの効率化の実現を図るため、健康・医療戦略推進本部の下に、ＩＴ総
合戦略本部と連携して、平成26年3月に「次世代医療ICTタスクフォース」を設置。

○ 平成27年１月、行動計画の実行体制の更なる強化のため、「次世代医療ICTタスクフォース」のメンバーに、関係医療団体、
学会や産業界等を加えた「次世代医療ICT基盤協議会」へ発展的に改組。

次世代医療ＩＣＴ基盤協議会のこれまでの成果等について

設置の目的

○ 協議会を平成27年４月、12月、平成28年３月、12月、平成30年1月に開催。

○ 各テーマをWGとして進めることとし、「デジタルデータ収集・交換標準化促進WG」、 「医療情報取扱制度調整WG」、 「デジタ
ルデータ収集・利活用事業の組成促進WG」、 「医療への次世代ＩＣＴ導入促進WG」等を設置し検討。

〈主な成果〉
・ 医療等分野データ利活用プログラムを、平成28年３月30日に策定、平成30年１月24日に改訂。
・ 協議会等において議論した内容を踏まえ、「医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報に関する法律（次世
代医療基盤法）」が平成29年５月に公布され、平成30年１月の協議会において、平成30年５月の施行に向けた同法の基本
方針等の議論を行った。

これまでの取組及び主な成果

1

○ デジタル化した医療等の現場から収集された多様なデータが、標準化・構造化等を通じ、関係者間で共有される仕組みを構
築し、それが利活用されることで、①医療行政の効率化、②医療サービス等の高度化、③公的保険外ヘルスケアサービスの
創出、④臨床研究・治験の効率化等による研究の促進を図る。

○ 2020年までに医療・介護・健康分野の包括的なICT化を図り、効率的で質の高い医療サービスの実現を図るとともに、日本
の医療・介護やヘルスケア産業そのものが新しい医療技術やサービスを生み出す世界最先端の知的基盤となることを目指す。

○ 次世代医療基盤法の施行後の進捗・展開をフォローアップするとともに、必要な取組（人材育成等）について検討。認定事業
者の活動状況を踏まえつつ、匿名加工医療情報の利活用を推進。

今後の方針

平成30年３月31日現在
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松本 純夫 独立行政法人国立病院機構東京医療センター名誉院長

矢作 尚久 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授
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○ オブザーバー：

一般社団法人Medical Excellence JAPAN

○ 関係府省：

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）

内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室長代理（副政府CIO）

総務省大臣官房総括審議官（情報通信担当）

文部科学省研究振興局長

厚生労働省大臣官房審議官

（危機管理、科学技術・イノベーション、国際調整、がん対策担当）

厚生労働省保険局長

厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）
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財務省主計局（オブザーバ）

次世代医療ＩＣＴ基盤協議会構成員

開催実績

第１回 平成２７年 ４月 ２日 協議会の設置目的、検討の方向性等について等
第２回 平成２７年１２月２５日 医療ＩＣＴ基盤構築に向けた取組の現状と方向性について等
第３回 平成２８年 ３月３０日（持ち回り開催） 「医療等分野データ利活用プログラム」の策定について 等
第４回 平成２８年１２月１６日 医療情報取扱制度調整ワーキンググループ（ＷＧ－Ｂ）とりまとめ（案）について 等
第５回 平成３０年 １月２４日 次世代医療基盤法の施行について 等 2

構成員
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医療情報

コンピュータによる
情報処理が可能な
標準化されたデジ
タルデータ

＋検査結果、服薬等のアウトカムデータ

＋手術成績等のアウトカムデータ

＋生活環境におけるバイタルデータ

＋母子健康手帳、死亡診断書等のデータ

等

診療行為の実施情
報（インプット）のみ

診療報酬明細書情報
（レセプトデータ）

レセプトデータ

＋検査結果等のアウトカムデータ

レセプトデータ

次世代医療ＩＣＴ基盤協議会

○医療分野の高度化と効率化の両立による社会保障給付費の適正化は喫緊の課題。同時に世界最先端の臨床研究基盤を構築し、新しい
医療技術・医薬品等を国内外の市場に展開する成長戦略的視点も重要。これらの両立には、臨床現場の徹底的かつ戦略的なデジタル化と
ともに、生成デジタルデータの戦略的利活用が不可欠。
○現在、全国規模で利活用が可能な標準化されたデジタルデータは、診療行為の実施情報（インプット）である診療報酬明細書（レセプト）
データが基本。診療行為の実施結果（アウトカム）に関する標準化されたデジタルデータを利活用することは、世界的にも重要な課題。（アウ
トカム＝検査結果、服薬情報等）

問
題
意
識

①【医療ＩＣＴ基盤の構築】 アウトカムを含む標準化されたデジタルデータ（以下データ）の収集と利活用を円滑に行う全国規模の仕組みの構築。目
的 ②【次世代医療ＩＣＴ化推進】 臨床におけるＩＣＴの徹底的な適用による高度で効率的な次世代医療の実現と国際標準の獲得。

○世界最先端の医療行政・医療サービスの実現。医療の状況の正確で精密な把握や遠隔医療による医療資源の偏在の克服等。
○世界最先端の臨床研究基盤の実現。日本医療研究開発機構と車の両輪で新しい医療技術・医薬品・医療機器の開発が加速。
【医療行政・医療サービス】■医療資源の偏在（時間・距離）を克服した全国均一の高度で質の高い診療の実現

■科学的な根拠に基づく最適な治療の保険収載
■疾病の発生に即応した先制的な行政

【臨床研究／コホート研究】■医薬品、再生医療 等、医療技術の開発促進（臨床研究の設計・実施の精密化、大規模化効率化、信頼性向上）
■効果的な治療方法の発見や科学的選定。個別化医療の実現。科学的根拠のあるヘルスケアサービスの振興

【新技術／新産業創出】 ■個人のヘルスケアデータを管理・運営するサービス等の新産業創出／新しい医療技術や科学的発見

効

果

臨床現場におけるＩＣＴの徹底的な適用

（ここでの「医療」は医療、介護、健康をすべて包含する）

目
的
①

目
的
②

3



実線： 記名情報
点線： 匿名情報

新技術、科学的発見

医療機器メーカー

病院

行政

診療所

製薬企業 新薬／新技術開発の
効率化

信頼性の高い収集機関

医療情報を預かり、適切な管理の
もと匿名加工等が可能な機関

健康サービス
提供者

科学的根拠に関
するデータ

離島・僻地診療所
医療機関

健康関連企業
新サービス、商品の開発

同意／依頼

収集機関

臨床評価用データ

先制的な行政
データに基づいた医療政策の決定

人工知能を適用した
医療システム開発

臨床研究・疫学
研究用データ

医育機関

 科学的根拠に基づく最適な治療の選択（最先端の診療支援情報の提供）

効果①

効果②
 医薬品、再生医療等開発促進（臨床研究の設計・実施の精密化、大規模化、効率化、信頼性向上）
 効果的治療方法の発見、科学的根拠のある健康サービスの振興
 コンピュータによる診断、手術支援等

 医療資源の偏在を克服し、全国均一の質の高い医療の実現
 効果的で質の高い遠隔／在宅医療や専門医診断の提供
 疾病発生に即応した先制的な行政

医療サービス
医療行政

新技術/臨床研究
疫学研究
人工知能等

医療の質、安全性の向上 科学的根拠に基づく各個人に最適な健康管理の実現
 検査データ等個人の意志で自身の医療データを適切な費用負担で預けられるサービス

新産業/個人の為の
健康サービス等

効果③

収集情報の拡大の効果
‐ 治療予後等まで収集した医療情報の利活用で実現する世界 ‐
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病院A

電子カルテ
DB

クリニカルパ
スDB

クリニカルパス
標準データリポジトリ

インター
フェイス

病院B

電子カルテ
DB

クリニカルパ
スDB

クリニカルパス
標準データリポジトリ

インター
フェイス

病院C

電子カルテ
DB

クリニカルパ
スDB

クリニカルパス
標準データリポジトリ

インター
フェイス

パス移行
データ移行

パス移行
データ移行

ベンダーa

ベンダーb

ベンダーc

ベンチマーク解析
データ統合解析

アウトカムを含む
診療プロセス解析基盤

・クリニカルパスを含めた
医療情報を、医療機関間
の壁を越えて大量に集約。

人工知能／
機械学習

デジタルデータ
収集・利活用基盤

○俯瞰的データに基づく
・医療行政
・都道府県医療計画の
策定等

データに基づく
医療行政の展開

＞ ＝

・医療機関横断的な個人単位のアウトカムデータか
ら、効果の高い治療法を分析し、患者負担を軽減

・侵襲性のない眼底検査や下肢血流等の検査に
より全身疾患の状態が把握可能になり、早期診断、
早期治療を実現

・CTや内視鏡画像データの収集が容易にな
り、病変検出支援AIが開発。検査の効率化
や早期発見を実現

事例１ 治療効果・効率性の分析 事例２ 眼底検査や下肢血流検査による
全身疾患の把握

事例３ CTや内視鏡
画像診断支援ＡＩの開発

○データに基づく医療
機関の診療・経営分析

○エビデンスベースの
診断・治療支援の実装

医療の向上・新興国等
への展開

○PHRの普及による医療の
見える化
○診療情報と連携したヘルス
ケアサービスによる疾病予防

患者の主体的情報活用による
患者・国民の行動変容

○治験・開発の効率化
○安全対策の効率化

医薬品企業の行動変容や
研究開発環境の提供

○開発ニーズの把握
○治験・開発の効率化

医療界の行動変容をベースにした
医療機器産業政策

○本人の希望に基づく診療情報等
を利用したヘルスケアサービスの
提供

新たなヘルスケアサービスの創出
による経済成長

医療行政

糖尿病

認知症 等
眼底の非侵襲検査

治療
効果

患者・国民
医薬品

医療機器

ヘルスケア
サービス

次世代医療ＩＣＴ基盤

事例４ 次世代電子
カルテの標準的な方向

医療

次世代医療ＩＣＴ基盤とデータ利活用の方向性

・予後不良のすい臓がんをCTや超音波内視鏡
画像の画像解析により、早期診断・早期治療

下肢血流検査
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